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それ の ク P ノ ト ポ ス を 類型化 して ， その 特

徴を探 り，
つ い で 各小説の シ ュジ ニー

ト構

成 の 基本因子を抽出 しなが ら ， それ ぞれ の

主 人公像 と彼の 世界に た い す る関係を 明 ら

か に して ゆ くこ とで あ っ た 。 こ の 研 究の 基

底に あ っ た考えは ，近 代以前の 各小説群が

作 りあげて きた諸 々 の コ ソ ヴ ェ ソ シ ョ ン は ，

過去の 遺物 として 凝固する こ とな く， その

後 も長 く生命を 保ち ， 近代小説 の 内容 ， 形

式を 規定する力を 持 っ て い る ，
つ ま り， そ

れ らは 「ジ ャ ン ル の 記憶」 と し て
， 後 世の

小説 の 構造や，小説家の 意識を有形 ・無形

に左 右す るの み な らず，小説 の 生 を新た に

更新 して ゆ く契機を持 っ て い る とい うこ と

で あ っ た と思われ る 。

　4）　また ， そ の 出自か ら して ジ ャ ン ル 横

断的 ・混成的 で ， 整序された 確岡た る規範

を持た ぬ 小説が ， 新た に 発展 し ， 新 しい 時

代の イデ オ ロ ギ
ー

を 自己 の うち に 反映 して

い くた め に は ， 小説は 異な っ た ジ セ ン ル と

の 相互作用が欠か せ ず ， 白己 の 内部に た え

ず異物 調他者を とりこ み ， 構成要素 として

い か なければ な らな い
。 その た め ，

パ フ チ

ン は小説 がそ の 境界で接触 し，小説を活性

化す る よ うな隣接諸 ジ ャ ン ル や フ ォ
ーク Pt

ア ， 民衆文化の 研 究 に，30年代 の 半 ば よ り

本格的に 取 り組む 。 そ して 彼は ， フ ォ
ーク

卩 ア 的 臥界感覚と緊密な っ な が り の あ る

「広場 の 芸術 」　　 悪 魔狂 言， フ ァ ル ス ，

フ ァ ブ リオ
ー

等
一
　 と ， そ の 主 入公 で あ る

ピ カ ロ
， 道化 ， 愚者 の 像 の 文化史的意義を

高 く評価す る 。

　以一ヒの よ うに ，
1930年代 の パ フ チ ン は ，

小説 の 言葉の 問題 を根底に す えなが ら ， 民

衆文化や小 さな芸術ジ ャ ン ル との 関わ りの

なか で ， 小説 の 発生 ， 革新 ， 発展を
一

貫 し

て追求 して きた 。 こ うした 成果があ っ て は

じめ て ， 『ドス ト エ フ ス キ ー論』 の 増 補 改

訂版 （1963）や 『ラ ブ レ
ー

論』 （1965）は成

立 した と言k よ う。

古儀式派 と諸宗教 セ ク ト と の 関係

安 　 　村 　 　仁 　 　志

　 ラ ス コ ー リ ニ キ は通 常 《分離派》 と呼 ば

れ て い る 。 しか し ， 《分離派 》 とい う用語

は漠然 と ， 或い は あい ま い に 使わ れ る 。 古

儀式派に 限定 して使わ れ る場合 と ， そ の 他

の宗教 セ ク トを も含め て正 教会か ら分離 し

て い る もの 全 体を指 し て 使われ る場 合が あ

る 。 そ して後者 の 使い 方に お い て は 古儀式

派 と他の セ ク トの相異点が明確に され て い

な い傾向があ る 。

　
一

般的に
“
分離派

”
と

“
セ ク ト

”
は 信仰 ・

教義等に つ い て教会か ら分離 して 独 自の グ

ル ープ ， 群 ， 派を形成す る 点 で 類 似点があ

るが ， 教理 的に異 端的 に な る揚 合， 基本的

教理 に お い て は 同
一

で あ っ て も細部で 主張

を異 に す る場合な どが あ り内容的に は 多様

で あ る 。
つ ま り， 分派で あ り異端 とい うこ

とも ， 教会内分派 とい う こ と もあ る 。 そ の

意味 に お い て ロ シ ア の 古儀式派は どの よ う

な性格 を も っ た もの で あろ うか ， また他の

宗教 セ ク トは どの よ うな もの で あろ うか 。

　 《ニ
ー

コ ン の 改革》を巡 っ て ロ シ ア 教会

に シ ス マ が生 じ，古 儀式派 とい う分離派 が
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生み 出された が
，

こ の シ ス マ 以前に も以後

に もさま ざま な宗教 セ ク トが あ っ た 。 主 な

もの だ け概観す る とシ ス マ 以後に生 まれ た

xJlblcThl
，
　 cy660THm くH

，
　 nyxo60pH ，

　 cKon −

qbl は 何 らか の 点で 非聖書的な点が あ り，

一般的 に 言 う異 端的 要素 を もっ て い る 。

，yoaOl 〈al−le は 全般的 に プ P テ ス タ ン トの 影

響を色濃 くも っ て お り， ピ ュー
リタ ソ 的 で

ある 。 その 意味で は 上記セ ク トとは 異質で

あ るが ， 反正 教的で あ るが故に 異端視 され

た もの で あ っ た 。

　 占儀式派 と XJblCTbl の 関係に つ い て は

注意 して おか ね ばな らない 。 ともに ニ
ー

コ

ン の 改革の 直後に 生 まれ， ともに 反公教会

的で あ っ た 。 それ 故 に古儀式派 の 一
般信徒

の レ ヴ ー・．ル で は 区別が つ か ず，混 乱があ っ

た 。 古儀式派指導者ア ヴ ァ ク ー ム
，

フ ェ オ

ー ドル は 跚 blCTbl の 異端性を認め ， 警告

の 書簡を書 き送 っ て い る。 そ の 際ア ヴ ァ ク

ー ム ら指導者は 自分た ち に つ い て 真に正教

的で ある と して ， 反 X．qロ CTbl ， 反公教会と

い う態度を と っ た もの とす る こ とが で きよ

う。 客観的に み て も古儀式派の 基本的立場

と XJIblCThl の 主 張 （教説）は 根本的 に異 な

る も の で あ る 。 ちな み に XfiblCTbl は後の

セ ク トに 何 らか の 点で 影響を 与え て い る点

で シ ス マ 以後の セ ク トの 文字通 り源流的な

もの で あ っ た 。

　 シ ス マ 以 前 に も CTPHronb エIHKH ，｝KH ・

皿OBCTBy ｝OllエHe な どの セ ク トがあ っ た 。前

者は 中世 ヨ ー P ッ
パ の 異端の 特徴で ある カ

タ リ派 （こ こ で は
一

般的に
“
純潔な者た ち

”

の 意で い う）的で あるが ，二 元論的 主張を

す る点で ボ ゴ ミ ール 派 の 影響 も受 けて お り

異端的要素を も っ て い た 。 後者は 文字通 り

ユ ダヤ教 的特徴 （旧約 重視，三位一
体否定 ，

キ リ ス ト の 神性 ・
受肉 ・

復活な ど否定）で ，

ヨ ー ロ ッ
パ の 二 元論 ， 異端 と類似性 を も っ

て い た 。 そ の 意味で両者 とも非聖書的 ・非

正教会的で あ り ， 古儀式派 とは 直接の つ な

が りは ない とみ なす こ とが で きる 。 但 し，
一

部 の 古儀式派 セ ク ト（フ ヱ オ ドーシ イ派 ）

に は ドケ チ ズ ム （キ リス ト仮現論）がみ ら

れ る。
こ れ は い わゆ る 二 元論に 立 つ もの で

異端的 な教説で あ るが ， 中世 卩 シ ア の ア ポ

ク リ フ ァ に は 二 元論的要素が多 々 み られ る

こ と ， ボ ゴ ミー
ル
ー→ ス トリ ゴ ー

リ ニ キ経

由で 北部 ロ シ ア に は 二 元論の 影響が残 っ て

い た こ とを背景 と して い る の か も し れ な

い 。

　で は古儀式派 とは 何か ？　確か に 正教会

が定め るサ ク ラ メ ン トを否定す る側面があ

っ た が，極 端な場合を除い て は ， 司祭がい

ない
， 迫害等で 追 い つ め られ て い る とい う

状況 の 中で 便宜的に 生 まれ て きた もの で あ

っ て
， 基本的に は 正 教の 教理 を否定 した も

の で は ない 。 あ くま で も正 教的で ある と自

認 しつ つ も， 信仰 （生活） を表わす具休的

な動作 （儀式）， 文書に つ い て ロ シ ア で 定

着 した伝統に 依拠 しよ うと して
， 新 しい 制

度 （ニ
ー

コ ン の 改革）に反対 した もの で あ

っ た 。 しか し ， 19世紀以降に な る と内部 分

化の 果 て に 正教 か らか な り逸脱 した もの も

あ っ た 。 そ の 点で は い わ ゆ る セ ク トの 特徴

に近 い もの もあ っ た よ うで ある 。

　結論的 に 言えば ， 古儀式派 と他の宗教 セ

ク ト は公教会か ら分離 して い る とい う点で

は と もに分離派で ある とす る こ ともで きる

が，基本的 立場 に お い て は 全 く異 な り て お

り， 前者 は 正教会内分派 ， 後者は 異 端 的

（非正教会的）分派 とす る こ とがで きる 。

　あ えて 図 で 表わすな らば，次 の よ うに な

る の で は ない か 。

嚇
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異端

セ ク ト

古儀 式派
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